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又
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れ
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。
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猶
立̂
^

な
ボ
點
ぬ
於
い
亡
一
致
し
で
；ゐ
存
唯
苽
場
べ0影
響
が
1

^
的
耍
因
ゼ
意
味
す.る
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濟
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述
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T
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ザ
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鐵
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〇
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に
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藥
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‘

警

ば

げ
'力
ル
テ
ル
價
格
と
自*
競
爭
價
格
^

0
差
.違
は
ど
の
點
に
存
す
る
か
。
兩#
が
共
：に
限
典
坐
產
費
に
甚
礎
を
置
乂
こ
と
、 

並
杧
_
そ

れ

令
"
現
遛
價
格
^
の
.調
和
が全

.：

C
假
想
的
經
過
f

:
も

：
の

：で

あ

：名

點

.に

.於

いV
-

歎 

，然

，る

に

競

荦

制

度

は

、
： 

本
質
书
變
励
め
不
衢
の
漣
續
で
池0
:て
.:
'
-
>
:
資
本
的
强
カ
な
る
企
業
の
生
產
の
擴
火
と
、
不
坐
產
的
企
業
敗
退
と
が
常
に
生
じ
來
り
、 

こ
れ
に
應
屯
て
、
：顿
格
變
掘
も
不
斷.に
坐
じ
來
る
。
さ
れ
ば_
曲
散
名
昉
場
經
濟
制
度
把
：
^
5
:て
^
.
:眼
界
襲
用
の
平
準
と
、
こ
れ
と 

,
共
杧
價
格
の
：平
辦
が
連
續
姻
變
鋤
を
蒙
つ.て

カ

る

？

こ

れ

に

反

し

；
て
ぃ
：
カ

ル

1ザ
ル
飢
織
め
意
義
は
ノ
限.界
企
：業
：の
存
在
を
保
證
し
ゥ
限 

況
费
洲q

泳
雄
の
安
忠
を
淦
福
す
汤
處.1
C
あ
る
0

:さ
机
ば(

自
由
薇
離
僧
格
^
ヤ
カ
ル
テ
ル
：價
格
と
め
，十
致
は
、
：
純
然
.た
る
統
計
的
に 

地
力
得
て
も
經
濟
的
現
實.把
於
い
て
は
同
;-
視
せ
ら
れ
な
い
？
：部:^
ば
、
沩
沐
.テ
.：：ル(

價

格

が
-般
龙
自
由
競
帝
價
格
に
比
し
て
.高
く
維 

持
せ
:.
^
れ
て
ゐ
.る
理
_
は
何
處
允
存
す
る
か
と
謂
ふ.に
.プ
'そ
は
ク
：限
#
哉
簏
蕃
£

邏

が

、
，
自
£
經

搞
.と

カ

ル

テ.ル

制

度

.
^
の

間

に

異 

名
.も
の
：が
あ
：る
か
ら
で
あ̂
。
前
述
：の_

:5
:启
由
市
場
に
.於
け
.る
限
界
生
推
考
の
應
位
は
、；
不
斷
に
變
動
し
、
從
つ
て
、
其
の
生
產 

カ

讨
;.
'

カ
ル
一
ア
外
の
場

^

に

於

付

名

固

觉

的

狱

態

杧

比

し

て

遂

，
に

高

乂

^
:
:せ
ら
れ
夸
の
金
普
通
€
す
る
が
故
で
あ
る
。
次
に
.フ
カ
ル 

テ
ル
價
格
變
翻
の.狀
態
を
見
る
に
、ユ
最
氣0
變
動
把
對
:1
>
.で
ぼ
著
--
1
,'?
<
'其
€
適
應
熊
カ
、：
運
動
性
を
制
限
せ
ら
れ
で.ゐ
：る
の
，は
、：
如
何 

な
る
理
由
祀
方
る
か.9
へ
景
氣
上
昇
の
初
期
に
於
い.て
9
旣
に
過
度
に
高
:^
維
#
せ
ら
れ
.そ
ゐ
名
声
ル
铲
ル
價
格
を
引
血
げ
る
こ
表
は
、
：
 

闲
離
忆
^
匁
&
つ
：危
險
，で
あ
る
？
そ

找,'
'>
景
氣
上
界
カ
を
半
途.に
し
で
挫
折
せ
し
め
名0
:又
銥
景
氣
の
頂
點
に
於5
.て
も
、
.力
ル
テ
ル

は
；過
徒
め«
格
引
上
は
フ
過
度
の.價
格
$

落
0
詠
引
と
な
り
、
じ
：れ
が
爲
め
、
、
限
界
企
業
：の
她
位
を
脅
す
が
故
に
？
價
格
引
上
.を
或
程

... 

.
 

•
 
•
 

•
 

.-
 
•
 

•

为
丨
ルV
A
丨
ス
：
の
カ
ル
テ
ル

w

景
氮
運
動
ミ
の
關
体
に
就
い
て
の
姘
究
：

 

七

九

C

I

^

Hat)



•
.力
.上

.
i上

め

ぶ

：テ

ル

ミ

赍

氣

暴 

八
3 

.

(
】

七
三
u
、
v 

彻
#

^

«す
名
：で
と
を
蛩
ず
o

反
對
把
不
況
期
に
際
し
.巧
は
ハ
販
路
め
萎
縮

rに
吊
衡
-^
:0
!«
格
^

引
土
げ
る
場
合
忆
^:
眼
探
企
業
0
地
；
 

位

女

％
猶

的

龙

考

傲

す

る

^
と
を
要
す
る
.が

故

；に
没.自
か
ら
遲
延
せ
ざ
：る
努
得
ぬ
^
結

局

.^
汷
ル
^

ル'價
格
.の
可
動
性
の
，少
き
は
、
'
ヵ 

t

謂

格

政
f

.

依
■
.

て

ゐ

编

沾

は

爭

は

：

れ
ぬ
。
：
次

に

、
益
額
利
濶
は

y

i

デ
ル
&

業

に

於

い

镇I

農

I

業
に
比 

•^
て
'±
^

:#
顧
'<
?
:

尋̂
飞
;;
\
?
:->
«
:;:
?
膽

素
.:
(
0限

界

澈

業

：
の

^
產
カ
が
後
者
の
^

れ
ょ
ゎ
«

い
^
法

;:
^
り
說
朋
せ
ち
^

る
0
へ
然
し
^

ち
、
ミ

■

P

:^
'M
屑

遺

冷

■

金
利
i

つ
.
奮

然

的

藤

れ

義

 

個
_

f

f
炎
ら
し
め
：
纖

投

管

奮
1

.

(

1

1

■

き

I

-

'マ

.

:-
'

,
:
:

」

：限
^
:廣
用
雁
持
％
败
策
祀
對
立
オ
る
意
说
は
、
.ゝ

參
加
企
業
家
亿̂

名
不
迚
產
啲
企
業
の
旛
入
域
は
体
也
に
ょ
つ
て
、-.
I
格

の

黏

性 

0

^

^

 

意
見
で
态
る
0
,然
ル
て
、
で
れ
忆
对
泷
大
浓
义
費
用
を
耍
オ̂
こ
と
漱
明
で
拟
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
枸
ら
ず
、

潜

、ざ
る
: «
冷

に

暴

扁

赞

華

に

比

し

て

有

利

達

滢

蒙

名

：來
：て

1

デ

而
^

:5
-休
止
に
#

ふ
費
用
は
、

自
由
競
爭
の

.

•場
哙
に
炎
い
.
■
"
‘
.全

::
.
<
«':
#
生
產
者
'€
>
負
檐
に
歸
せ
ら
れ
涔
に
反̂

,

ル̂
尹
ル
：に|

い

;1
:
は
、
.殘
餘
の
書
家
の
生
產
費
ぉ
祀
繰 

人
れ
ら
机
結
揭
賀
渖
朮
瑟
せ
ら
れ
る
;'
0
さ
れ
ば
價
格
政
廣
の
«

冷
的
傾
向
で
^

る
自
由
競
荜
價
格
似
上
に

(1
格
を
安
定
せ
し
め
ょ
ぅ 

と
す
々
こ
と
.|
±
林
业
;^
汸
祛
に
:0
:
つ
弋
影
響
せ
あ
れ
ぬ
び-
/.
:

'

:
:
:
.
_ 

.

:'
■
'

'

,

■■
■
 

■
 

■
 

..-
 

-.
 

.
 

< 
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.
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.

.

.
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; 

.
 

.
 

-'
 

ノ • 
.•
 

ノ
： 

.
 

.1

タ
：前

述

太

斯

か

夯

明

受

如<
采

.

；ル
'政
策
：忆
^

番

格

の

.安

岽

首
:2
:
奪

|

5

^

ち
面
淀
で
^
愈
V
こ
と
，で
あ
る
。
安
淀
牯
市
場
慶
勸
忙
對
す
る
價
符
の
缠
應

(

>

n

p

l':
g

a
;i
は
異
洛
が
、
：，て
の
變
動
を
無
谏
す
るi
 

W
で
竹
な
.

S
^
T
J

れ
.に

通

傭

す

老
^
}
.
は
確
で
^
る
が
:.
'
唯
#
速
忙
靈
自
在
に
謹
す
る
こ
と
な
く
、

一

 

定Q

時
間
的
間
隔
を
置
い 

ヤ
孟
に
接
近
し
ょ
ぅ
_

る
!°
3
れ
ば
、
及
は
-'
景
氣
§

般
的
上
昇
期
に
於
い
で
比
較
购ff
i
ベ

、

_

的

冗

降

期

及

不

況

期

亿

於 

ぃ
’て
见
赞
水
高
く
維
持
せ
ら
れ̂
こ
と
を
意
摊
す
名
ぜ
外
な
ら
ぬ
？
 

(^ckerath:;、
:«
e
r:s
o
d
e
n
^
' 

:
I
p
d
u
s
t
&
l

:K-mus,::. 

1
9
.
3
.
P
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3
0
4
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M
u
h
s
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w
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.

 

s. 
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•

最
後
に
、.

u

價
挤
の
安
定
と
、
奋
經
濟
的
價
格
安
定
と
：は
如
何
な
る
關
係

.に
立
：つ
，か0
ヒ
れ
亡
1

_
の
見
解
が
成
立
す.る
0 

一
は
.力
ル
テ
ル'信
格
.の
安
定
は.全
il
l

的
或
は
：lif
廣
.い
範
•園h

涉

る

雲

，の
：醫

と

な

る

と

の

見

解

、
他
は
、
力
ル
テ
ル
費
格
の
安
定 

:
.は
單
、に
ヵ
：ル
.
.テ
ル
.の
領
域
内
；に0
み

局

隅

せ

ち

れ

る

；と
：

0

見
解
セ
.あ

承

^

餘
0;
ト
業
の 

上
'に
不
斷
に
齊
及
し
；，

.
，
遂

に

景

氣

變
_

の
，平

滑

化

を

澍

す

ヒ

：
と

を

認

む

：
る
も
の
：
で

.ぁ
り
、
後
者
は
、'一
群
の
企
業
の_

-(
#

5̂1

!

.±
_

つ 

■*て
，
讓

.企
業
'
.の
不
安
定
を
強
化
す
る
所
以
を
强
調
す
：る
。
、

.

邱
ち
、.
好
景
氣
m

於
い
.て
ば
、
；
比
較
的(?
>
低
價
：は.讓

競

率

値

猶

の

上

.昇 

遙

進

せ
‘1>
む
.る
：と
共
に
、
不
景
氣
に
於
け
芩
比
較
的
の
高
慣
は
、

.
'後
考
の
下
落
を
ー
，

.層
激
化
す
る0
:從

來

，は

、
.：
：學

者

，

實

際

家

忆

；
ょ 

つ
-
:て
.
'
.
^
#
の

見

解

が—.
-
.

-

般
^

承

認

せ'ら

れ
.て

ゐ

た

：が
1

最

近
(0
|

^
は
、.
.：
漸

次

後

者

を

重

視

ず

る

に

_

つ
た0

^
に
、
：.今

日

の

.
ヵ
ル 

デ

を
1

い

眼

棘

内

：
に

於

け

；
る
：價

格

の

.安
定
は
、
全
體
的
安
定
’を
企
圓̂

得
な
.い
と
共
に
，
現
在
の
經
濟
秩
序
は
一
砠

㈣

力
ル
テ
ル
の 

成
5:
そ
物
質
的
に-も
觀
念
的̂

?>
-
:兩
立
：[>
.難
き
ゆ
卿
で'ぁ
る
.
0
.
.
-
: 

:

v;
7
r 

.

「

p

'
;1
'

ノノ.
，
.：

'

.

''
 

,次
で
"
/
' 

..

ム
.
.
，
；
.
' 
ス
は
，
.
'
.

•'

以
J1
の
諸
結
論
を
實
證
的
に
'̂
討
し
^

ゐ
る
。
，
.
t前
述
.
.の
如
ぐ、
.
：
.
'
^

ル
U
ァ「

ル 

靡
せ
，んi
す
，る
が
爲
めfc
:
.
.
其)

の
^
^
をir
f
c較
的
高
く
維
持
し
、
：
:ft
り

安

定

せ

，じ

む

る

政

策

を

榨

る

の

セ

.■ぁ

.

.る

.が
、
浙

様

な

政

策

は

常 

,
_め

崙

氣

或

ゅ

下

遛

に

於

：い
，
て

は

、

.

.

_當

馨

所

以

ぞ

理

解

ず

る

；

^

が

出

來

る

が,;
>

景
氣
：の
上
昇
期
に
際
.し
で
、
果
し
；で
價
格 

■
:

定
；の
政
策
が
逾
當f

や
.否
を
明
.：に
す
る''
^

■

困
_

ー
ぁ
一
る
へov,
-
;
'
L
^
^

:に

於

：い

；
て

、
，

.次

ル
»

鑛

は

、
：
：
.
.一：
般

：に

市

祝
'
:に

適

應.し

て

上

騰

せ

し

，
め

ら

れ

.る

と

(0
見
解
を
4

ゐ
I

:
で
.倉

o
x
e
h
n
i
c
b
;

は
、
.力 

ルJ

プ
ル
價
格
は
景
氣
變
動
に
深
く
適
.

、：
從
つ
て
•好
景
氣
，に
際
じ
一
S

、
市

況

塵

全

.に
利
用
i

す
と
_

し
て
ゐ
る
o

i

l

f

ルM

1

ス

の 

'力

ル

テ

ル

身

氣

：運

動
I

關

係
I

い

：
て
I

.
究 

八

一

(
1

七

三

七)



.カ
丨
ル
.
.
*
.
<

丨
ス
の
カ
ル
テ
，ル$
景
氣
蓮
勸
.
^
.
の
_關
係
.
'
.
に
.就
'い
'て
の
硏
.究
' 

.

八
二
，
 

. 

C
I

七
三
八)

.
- 

. 

.

.

.

.

.

.

あ
るo
然
し
、
こ
れ
に.摅
つ
：て
得
ら
れ
た
結
論
；に
し
て
も

、

，カ
ル

テ
：ル
の
多
様
性
や
、
：，價
格
が
政
策
以
外
'の
：諸
多
の
要
素
に
よ
つ
て
蒙

る
影
響
、
：比
較
標
準
の
缺
如
等
の
こ
と
が
ら
し
て
、
' 

1

般
的
安
當
性
は
奢
し
ぐ
制
限
せ
ら
れ
る
を
免
か
れ
ぬ
。
先
づ
、
戰
前
と
戰
後
と 

を
爾
別
し
て
取
扱
ひ
、‘；戰
前
に
於
け
る
自
由
競
爭
價
格
と
の
.比
較
の
爲
め
三
大
力

ル
テ
ル
即
ち
、

Roheisenverband, 

stahlwerk— 

verband,; Rheinisq
{iJ:west:filisch.e ".Kohlensyndikat

o
價
格
を
選
擇
す
る
？
第
一
に
、

一
.
八
八
六
丨
ー
九
〇
九
年
の
石
，炭
曲
線
を 

獨
逸
品
ぬ
僳
格
と
、. :

ダ
シ
：チ
、ッ
；ヒ
渡
し
英
國
品
價
格
に
つ
：い
：て
轴
い
て
比
較
す
る
。
；

1
'八
九
ゴ
車
以
前
の
カ
ル
ン
て
ル
：
.な
き
獨
逸
品
と
、 

f

品
：i
は 

>
:著
し
ズ
其
の
.形

狀

が

似

て
.?
)
.る
が
、
：’
'そ
れ
以
後
(0
.獨
逸
品
の
：カ
ル
テ
ル
：價
格
士
後
者
の
そ
れ
と
は
、
著
し
い
對
照
を
な

. 

し
、:-
1

A九
九
丨〗

丸
0

0
味
に
於
け
る
英
國
品
の̂
昇
に
際
し
て
、
獨
逸
品
は
單
に
階
段
的̂
上
騰
し
、
：--
<

^

の
播
氣
の
请
^
に
於
^
て
も
後
者
は
馨
よ
ひ
遙
に
低
い
卩
上
騰
率
は
敝
者
の
ー
〇
〇
對
ニ
0
〇
に
對
し
て
後
者
は 

ー
0
〇
對
一
三
〇 

で
あ
る
^
0
.れ
：.だ
け
：に
就
い
て
見
る
と
、
：
カ
ル
デ
ル
價
格
の
塞
の
：

‘傾
向
は
十
分
に
.觅
ら
れ
る
0
' 

:

:
次
に
鋼
鐵
へ
の
カ̂-
ア
へ
ル
價
楮
は
ー
ど
ぅ
巧

'
:こ
れ
に
就
い
で
も'

1 

ニ
苹
：に
苴
る
獨(

1
1
0
}
1

2;
5
6§
&
料
&)

英
兩
品 

の
‘憤
格
を
比
較
す
る
に.石

炭

と

は

尿

對

、
に
.、

.著
し
い
景
氣
適
應
が
見
ら
れ
る
。
.
單
-に
上
昇
期
の
み
な
ら
寺-
下
降
期
に
於
い
'て
も
、
兩
. 

者

は

梁

行

し

：て
：運

動

し

V

ゐ
る
？
さ
れ
ば
戰
前
に
於
い'て
は
、
：、こ
こ
で
は
：、
：何
等.の
.安
宛
策
は
施
ざ
れ.ず
景
氣
適
應
策
が
と
ら
れ.た
。 

觅
^
次
に
公
鈴
1
3
ミ̂
浮
8
0.
€
5め
價
格
政
.策
は
非
公
開
な
る
が
故.忆
、T

h
o
m
a
s
-
R
o
h
b
l

o:c
k
e

及

び
H
”
p:
9q
g
”

と
、
カ
ル
テ
ル
の
龃 

織
な
，きStabeisen 

'と
を
比
較
し
て
：見
る.
.に>
;前

ニ

：者

は

、
：.
ー
九
〇
|
ー
年
丨
五
年
忙
耳
つ
，て
安.
せ̂
；る
外
他
は
-可
成
の
適
應
が
見
ら
れ. 

る
o
;
:
唯
上
昇
下
降
期H

於
い
て
、
へ
其
の
振
證
後
者
よ
り
は
稍3
低
い
け
れ
ど
も
。
へ
て 

要
す(

る
に
、
と
に
れ
绰
の.統
計
圖
表
だ
け
を
以
つ
て
し
セ
は
、
問
題
.は
解
^
し
#
な
い
0
ぞ
：
こ
；
で
、

更

に

進

ん

，
で

、

前

i

カ

ル
テ.

ル
.. 

價

格

と

非
..

力
，
ル.テ
ル
.商

品

或

は

，方
.
ル

テ

ル

の

脆

弱

な

商

品

價

格

(

羊

毛
•木
棉
•

_〕
と
を
比
較
し
て
見.る
と
、
後
者
は
孰
れ
も
、
著
し

い

景

氣

適

應

の

徴

候

が

現

は

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

.つ

て

、

其

の

程

度

は

必

ず

し

も

カ

ル

テ

ル

化

の

程

度

と

反

比

例

し

な

：い

。

而

し

て

、

全
 

商

品

の

：變

動

：率

を

百

分

比

率

に

て

规

は

し

一

て

見

'る

と

、

力

ル

テ

於

澉

品

は

、
、

■石

炭

r

g

v>
.て

V

:
成

可

烈

し

c

r

變

動

し

、
.
銑

鐵

及

棒

鋼
 

の

如

き

は

最

大

の

霧

率

.の

部

に

*

す

る

o

-
こ

れ

f

c
il
表

の

.上

か

ら

見

る

と

V
 

|
:
義

ー

：

¥

に

於

い

て

、

煎

鉛

、

鉛

，

羊

毛

の

如

き

が

、 

最

高

點

に

上

昇

し

て

ゐ

る

'に

反

。

'

:
ご

れ

等

の

カ

ル

テ

ル

商

品

は

睞

に

其

の

出

發

靳

に

歸

還

し

て

.ゐ

.る

。

.更

に

又

*-
•
九

〇

艽

丨

九

苹

に
 

於

.い

て

、

T
x̂
e
,
r
.

 

•及

^

^
b
b
l
s
c
k
e

は

、

他

の

商

品

に

比

し

て

、

遙

に

低

き

騰

貴

を

里

し

て

ゐ

る

0

要

ず

る

に

戰

前

に

於

い

て

は

、 

價

格

安

^

案

は

R
i
l
e
i
n
i
s

fr.
w
e
s
t
f

叫
！i

s
c
h
e
n

. 

K
o
h
l
e
n
s
y
n
d
i
k
a
t

に

よ
つ

て

の

み

売

行

'せ

ら

れ

、

s
t
a
h
i
w
e
r
k
v
e
r
b
a
n
d

に

於

い

て

は

、 

制

禦

せ

ら

れ

た

適

應

0 .
,
唸

2
1
1̂;
1
??
こ

>
n
p
a
s
s
u
n

5

が

見

:̂
れ

た

o

’
其

の

他

の

カ

ル

テ

ル

"
商

品

に

於

い

て

、

自

凼

市

場

と

殆

ん

ど

同
 

様

な

を

景

氣

ヘ

の

適

應

が

表

ば

れ

て

ゐ

る

。

(

M

l

,

 a
.

 

a
.

 

o
'
s
.

 

4
4
)

、

撕

く

、

.

カ

ル

.
テ

ル

價

格

が

大

體

に

於

い

て

適

應

政

策

を

採
 

つ

た

に

拘

ら

ナ

'
 

戰

前

十

f

間

景

氣

の

變

動

が

そ

れ

以

前

.■の
：變

動

に

比

し

て

比

較

的

屯

靜

に

推

移

し

て

ゐ

る

の

は

、

カ

ル

テ

ル

の

領

域
 

以

外

に

#

ず

る

理

凼

|€
'

栽

く

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

专

.

こ

の

」

點

|€
.
就

.で

吡

前

に

も

既

^

觸

.れ

た

様

に

'

政

浒

的

安

定
,'
生

產

能

カ

の

 

增

大

に

照

應

す

る

外

國

市

場

の

發

肢

其

CO
他

、

*

本

か

荷

機

的

權

成

が

現

在

程

高

度

化

し

て

居

^

ぬ

s
i
r
,

生

產

.費

こ

と

に

賃

銀

が

.現
 

往

程

固

宛

性

を

維

持

し

：て

ゐ

な

.か

つ

た

蕻

實

等

^

依

#

す

る

の

で

あ

る

？
：、

ノ:-
然
し
、
戰
後
に
於
け
る
ガ
ル
テ
ル
.の
意
義
は
、r

從
來
の：

そ
れ
ど
ば
甚
'L
ぐ
異
る
も
の
.が
あ
る
タ
；先
づ
そ
の
«

大
，&..る
數
量
的
發
展 

-

-
ヮ
ー
ゲ
.マ
ブ
に
±-
れ
ば
全
生
產
物
の
約
半
分
が
ガ
ル
テ
ル
.契
約
に
凰
^

る
0 

(

3
^
&
1
:
1
1
3
: 

U. 

R
h
y
s
m
u

w'd
e
r
i
w
e
l
t
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
.

I
.S
1
V S.

「2
7
7
.
)

卜
ば
所
謂
質
时
變
化
に.よ
0;
て
、
#:
凼
經
概
制
度
0'
棍
本
に
影
#
^;
來
.つ
た
ど
<?
:
:ば
疑
び
得
る
所
で
あ.今

こ

CQ 

發
股
を
促
進
1>
:
た
要
因
の
：節
要
な
る
も
办
ぱ
、.

2)

戰
#
經
脾
に
於
け
さ
統
制
意
識
：の
增
大9

0

0=1
.
ン
タ
キ
ル
ン
の&
M-
C
H

)

關
税 

政
策
等
ぢ
擧
げ
る
と
と
が
出
來'る
。
见
に
.こ
.れ
$:
'
'經
營
0
內
前
：よ
が
，'市
場
統
制
ぬ
要
求t
觀
察
ず
る
：
ど

、

■.第
一
.
に
、
■考
'へ
'も
れ
奋
の

力
ー
ル
•
ム
ー

ス
の
カ
ル
テ
ル

W

景
氣
運
動
i
の
關
係
に
就い
て
の

硏
究 

.

A

S

(

一
 

セ
3
九)

,



•'
*

丨
ル
•

ス
ー
ス
の
カ
ル_テ
_ル̂

景
氣
運
.動
^

の
關
' #

亡
^

い
て
の
趼̂

八

四

(

1

七
四
0)

，

«-
、
i

廉
本
办
增
大
ぬ
ゼ
も_
營

の

器

：性
の
缺
如
龙.ぁ
：る
0「

固
淀
資
木
ね
攢
大
は
、
本
祝
：睁
に
於
い
て
、
搶
格
が
、

ふ
忆
於
ゼ
て
は
、
：
^

豳
贤
遞
靖
の1

.

^影
響
を
用
擀
だ
召m
î
t

.<
t
i
v $

M

で
お
る
，K
に
又
、
、
尨
大
な
る
課
馓
資
本
が
.高
利 

率
办
外
資
に
ょ
っ
て
提
佻
せ
ら
れ
で
む
农
キ

^

ゆ
ゾ
銷
规
勤
か
卿
龙̂
伴
ひ
彳
叉-
勞
働
組
合
れ
發
展̂
お

づ

セ

タ

賃

銀

は

愈

.
、
固

宛 

的
と
な
a

x
そ
は
租
税
負
櫞
と
共
ぬ
坐
產
赀
は
I
V般
ぬ
固
定
せ1>
;

^
石
結
梁
を
生
ぜ
し;»
た
0
:
.此
等
：の
事
情
は
相
合
し
て
、
：

.

.カ
ル
テ
.ル
.
 

結
成
ぬ
參
加'せ
し
办
、
旦
つ
そ
の
價
格
を
安
矩
政
策
に
ょ

0

て
律
せ
1>
.め
る
結
果
と
な0
た
0
:而
し
で
、
；
.ム
；1

#
は
戰
後
次̂

至
る
カ
ル
ー
尤
ル
衝
格
の
實
際
の
；動
き
を
觀
察
し
た
る
結
幾
-,
か
人
る
政
策
が
實
現
せ
ら
れ
；て
ゐ
る
こ
と
確
認
し
て
ゐ
る
0
彼
は
先
、
三 

十
數
個
.の
カ
ル
'テ
个
惯
格
を
ニ
十
數
個
の&
由
競
爭
價
格
と
を
總
括
的
：に.並
列
し(

.更
に
、
；.各
個
に
、
生
：產
手
段
と
製
品
と
の
、價
格
を 

對

此

し
.'
吏
に
又
、
；”其
の
百
分
比
率
怒
比
較
し
た
る
結
艰
、

「

重
氧
な
る
原
料
及
半
製
品
及
生
產
手
段
の
領
域
に
跨
い
て
は
*

ル
テ
ル 

價
楮
の
比
較
的
安
釔
の.傾
向
は
.證
明
し
得
が
へMu

l
I
S
T
a
v
a
.

o.
v
w
/ 

5
9
-
6
0
〕

と
な
し
：て
ね
る
 々

.
こ
の
點
は
、.芷
に
從
來
の
景
氣
變
動
の
定
說
と
相
反
す
る
も
の
；

.で
ぁ
る
0
即
ち
從
來
は
、

一
般.に
、」

固
定
資
本
或
は
'ス
：
ぅ
ヒ
I
ト
.ホ 

フ
の
所
謂
營
利
手
段
の
生
鹿
は
景
氣
の
動
力
で
ぁ
り
、

»
の
核
酿
で
ぁ
っ
：た
。'景
氣
の
.上

向

下

降

は

こ

れ

等

の

財

の

：
坐

產

の

.
增
加
減
小
ノ 

及
び
邦
の
®
格
の
高
低
ど
結
び
附
い
て
ゐ
た
が
ーp K

x
i
s
e
n
i

 H
a
n
d
w

otrt. 

d. 

s
t
a
a
t
w
i
s
s
v
s
，

7
1

)

|
今
や
*
そ

は

全

ぐ̂'
^

す

る 

に
•至
つ
た
の
を
見
る’の
：
で

ぁ

：る

。

.
而
し
て
-
.
'固
免
營
利
手
段
の
僧
格
の
安
定
を
通
し
て
、
景
氣
そ
の
も
の
、
安
定

.を
、
如
圖
し
得
ら
れ
る
と

一.

般
に
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ 

た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
戰
後
に
於
け
る
景
氣
の
推
移
と
'T

致
せ
ず
、(

殊
に
現
世
界
恐
慌
が
斯
く
，も
：深
刻
化
し
た
.時
、
.カ

ル

テ

ル

'
は

双

し 

マ
適
應
政
策
を
と
る
べ
き
か
或
は
安
定
政
策1
と
る
べ
き
か
に
就
ぃ
て
、
新
な
る
問
題
を
惹
起
ャ
る
に
茧
っ
た
0
>-.
.

,:
防
節
.に
述
べ
た
所
.か
ら
し
七
、
ガ
ル--
:
ア
'ル
^

に

於

て

で

あ

りM

の
他
の
領
域
即
ち
.加x

x

m或
は
製
品
エ
_業
|€
於
い
て
ゆ
景
氣
'の
'變
動
.に
連
れ
て、

M
格
を
變
動
.せ
し
む
る
適
應 

政
策
が
と
ら
れ
て
ゐ.る
'こ
と
が
明
に
せ
..ら
れ
だ
。.'扨
斯
様
な
條
件
.の
下
.

る
影
響
を
與
へ
る
か
、■或
は
、
安
定
政
策
か
適
應
政
策
か
孰
れ
が
景
氣
.の
安
定
に
-
勝
有
效
.な
り
や
で
..あ
る
。
：’硏
究
.の
順
序
と
し
て
.次 

の

ー

ー

命

題

が

設

史

せ

ら

.れ〔

る
。
；： 

.
：
■■
.
;

.ソr
.
::

景
氣
;b
昇
期
及
最
好
況
期
に
於
け
る
價
格
安
宛
の
好
景
氣
の
强
度
及
び
時
間
的
持
續
.に
對
す
る
影
響

，
.

…

,'11、：

景
氣
ア
翳
及
不
祝
期
に
於
付
る
下
降P
深
度
及

 ̂

:

從
來
2

嚴

論

は

；靈
把
ト
昇
論
祀
比
し
て-;
>
,下
降
論
七
蜇
親
し
：
.て
乘
た
0
'
:然
し
，
こ
.
0

 ̂

從 

つ
セ
、
：土
：#
部
；面
杧
於
け
名
ヵ.ル

テ

：
：
ル

政

策

の

意

義

來

；

;:
^

降

局

商

に

勸

で
參
ち
ろ
。
ゾ

〜

/
V
. 一
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V 

.
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ニ
ー
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，
先

第1.:,

の
命
題
ょ
4
考
察
^

る
0
;上
昇
遝
動
;0
规
準
を
な
す
4
 

て
需
要
の
速
度 

は
景
氣
上
畀
の
速.度
め
^

^
を
な
す
.の
：で
あ
，る0 ..

然
&
.ば

、
：
需

：要

：は

、

'價

格

安

定

策

廣
.は
_
處

策

を

如

：何

：
に

反

影

す

る

か

0 
0

k

喂 

料
力
ル
.
^
‘
ル
ガ
持
«
的
.に
絕
對
的
安
觉
策
を
採
^
>
ナ
る' ^
、
：
上
#
運

- ^
の
旋
上
杧
於
^

て
、

爾
大
し
:0
、

あ

る

癖

要

：を
滿

见

す
る

こ

パ 

と
の
'出
來
な
^
狀
擊
に
陷
る
泠
急;6
>
方

？
：；即
.ち
、
去
ふ
迄
冬
な
：く1赢

鹿

貴
.
£

^

^
產

衆

.«
;#
の
4
產
1

^
か
依
鄉
同
：一.な
る
時
^
、
：.淑
^
;«
;
不
斷
に
«
下

も

生

產

：は

無

»
義

と)

な

：る

に

摩

る
が
故
で
あ
る
'0
然
し 

乍
ら
、
ハ
絕
對
：̂安

圮

は

潘

假

想

的

激̂

の
；
宏

つ

セ

、
，
：
規

實

杧

於

芏

淞

^
湘

泰
5
浚

货
®

^

:^
:

^

^

次

的

適

合

が&
ば
.
<:2
>
.ど

名

：
^

節

で
0)
5
か
|€
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た

所
^
あ
^

藥

^
馨

％

力
、
.ル
i
:
-
5

:
ヵ
ル
ニ
ァ
；
ル
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勧

：

U
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1
ル
i

丨
ス.の
力.ル
'テ
ル.

V
#

氣

運

：動.ミ
の
：關

保

：に

.就

.い
：
て«

^
 

八
。
六

(
I

七
四
.

13)
ず
^
よ
う
^あ

：：

る
5
何
と
.な
れ
ば
=:
:
>旗
料
|#
入
.者
.は
、.
.ヵ
ル
テ
，ル.價
栳
亦
依
然
.：1
:定

を

維

持

：し
.：て
：ゐ
る
限
り
、
：需
要
を
敢
ズ
急
速
に
持 

出
ず
必
势
は
.な
^
と
0
觀

患

を

與

：
へ

ら

れ

名

が

ら

％

.あ
‘る
:.
0
:然
:1
>
>安

宛

政

：策

の
#
.つ

斯

か.'る

制
'1
)
)的

要

因

は

、
こ
：
の

;|
,
昇

期

に

特

有

な
 

他

：の
：
要
_

に
よ
つ
.て
、
辍
ざ
れ
、
：_

0
て
、
薷

響

普

し
:<
-

»
る
と
_と
；、
^
る
;0
其
の
.现
油
は
次
0
よ
う
で
あ
る
:,
0

こ
の
時
期
即
ち
上 

弈
局
面
に
於
いV:
は
、
賃
銀
の
固
走
蚀
か
ら
し
て
、
：加エ
業
：の
：利
潤
は
漸
：次
に
增
太
：し
：て
冰
ゐ
。

加

6
て
、
.今
や
、
为
ル
>

ル
.原
料
エ 

業

が

價

格

安

定

政

策

：を

：と

：る

.の
：で
あ
る
か
.ら

、
原

價

わ

採

算

，
は

1:.

肝
有
利
た
ら
ざ
る
.'
？:
賴
ぬ
。
加H

業
は
裁
'し
く
蛾
張
せ
ら
れ
、
原
料
に 

對
す
る
。
需
要
は
愈"
増
犬
す
る
。
^
し
て
、
安
定
政
策
は
單
に
現#
企
業
の
：需
要
を
增
大
せ
し
む
る
ば
か
り
で
は
な
く
>
更
に
進
ん
で
、 

郡
杧
：螫
.利
機
會
.の
.飧
大
.に
：
刺

戟

せ

ら

れ
て
、投

機

的

に

、
譽

叫

エ

業

：：に

參

.加
し
：來
る
企
業
め
所
謂
浮
漶
需
耍
：：：

(

こ
戈
 ̂

a
r
f
:
^
.

を
誘
致
す
る
。
こ
の
種
の
需
要
はr

.

十
分
な
る
資

本
も

顧

意
關
係
も
所
有
せ
ず
、：
只
管
信
川
機
關
の
，み
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ 

0

V
..一
 

時
的
ヒ
奸
景
鄭
(0
波
，に
乘
6
う
：と

す

る
,°
'さ
れ
^

S

’
Q
.
糧
需
黎
.の

幾

生

と
.#
に
.景
東
は：

著
し
く
其
の
安
定
を
失
し
、
微
少
の 

打
擊
に
對
し
..て
も
崩
壞
す
る
に
至.る
''
0
客
目
？
>
§
肖
片
の
如
き
は
.か
、
る
.麗
翥
の
發
浊
の
中
に
價
格
安
定
策
批
判
の
'中
心
的
立 

場
を
泳
め
よ
.う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
進

ん

で

「

土
#

の

初

；

期
：；

に

於

い

；
て

、

價

格

を

下

げ

^

こ

と

が

十
分
で
な

い
事
が
結
局
恐
慌
を
導 

人
し
來
る
50
'で
あ
る」

(
K
o
n
j
u
n
l
c
t
u
r
f
o
r
s
&
u
n
g

 

u
n
d

 

K
o
n
j
u
n
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i
n
w
a
n
c
i
^

o:
r
t
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s.

6
6
)

と
す
る
。ム
ー
ス
は
勿
論
、
か
、
る
浮
鄕
需.要
の
發
生
を
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
、

1

ラ

ー

と

異

つ

て

、
.
景

氣

の

上

昇

度 

を
規
宛
す
る
程
の.需
要
は
、
輿
ら
既
從
經
營
よ̂.
招
來
せ
ら
れ
る
ー
の
で
あ
つ
て
ゝ
浮
鄕
需
耍
の
如
き
は
第
ニ
義
的
^
も
ね
に
外
な
ら
ず
と 

認
め
て
ゐ
.る0.
:
然
し
乍
ら
、
景
氣
變
動.全
體
に
對
す
る
靈
策
の
：意«
に
關
じ
'て
は
ミ
：3|
.
'ラ
ー
.'ご
向
じ
ぐ
*

こ
i
K
、
景
氣
激
成
の
主
. 

要
な
る1

要
因
を
a
や
.う
.と
，す
る
。
加
.エ
業
製
品
價
格
の.ト
#
期
咬
際
し
て
原
料
價
格
が
低
く
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
.る
こ
ど
は
加
エ
業
に 

於
げ
る
景
氣
上
昇
に
對
ず
る
出
發
點
を
な
し
、
そ
过
叉
"
垄
^

^
的
坐
產
の
.
_迆
の
不
均
衡
の
禁
礎
と
な.る
。
_
て
、
.原
料
價
格
2
景

氣
適
靡
と 

>
:製
品
慣
格Q

上
#
0
停
止
に
ょ
つ
.
^
.か
X
る
俱
格
兹
の
失
は
れ
る
時
景
氣

6
.

轉
還
は
遂
行
せ
ら'.れ
る
。'
9

1

.
 

p 

a. 

P
.

s
*.
6
7

)

へ
..
,

■

.

ノ
：
 

V
:
' 

. 

.
'
'

つ
':
:

C

の
點
に
關
聯
し
て
彼
は
更
に
次
の
樣
に‘述
ベ
る
。
即
ち
、
若
し
銀
行
の
利.子
政
策
に
し
て
、
カ
ル
テ
ル
價
格
政
策
に
則
つ
セ

行
は
れ 

そ
の
安
宠
を
來
す
時
は
、
景
氣
に
對
す
.る
影
響
は
如
何
な
る
も
の
か
。
JH
常
の
余
㈣
は
'、
資
本
市
場
の
狀
態
に
酿
断
し
、
、
限
晁
資
本
の 

生
産
力
に1

致
す
ベ
ぎ
で
あ
る
。
然
る
に
今
、
景
氣
上#
期
に
際
し
て
金
利
を
不
當
に
低
く
安
宛
せ
し
む
る
時
は
、
資
本
辩
要
は
過
火 

1
墙
大
し
、
资
本
的»
備
亦
不
當
に
搬
張
せ
ら
れ
、
給
局
、
後
に
金
利
が
市
況
に
適
應
し
て
引

b
げ
ら
.る
、
時
、
：.其
の
.影
響
の
深
刻
と
；
 

な』

は
自
か
ら
明
で
あ
ら
ぅ
。
こ
れ
と
稍
ミ
同
様
な
る
事
情
を
？
カ
ル
テ
ル
價
格
安
定
政
策
に
內
柱
す
る
：破
壌
的
原
因
に
就
い
七
も
指 

摘
す
る
こ

と
が
出
來
ると
。
 

ふ

：

-:.

.'
■•
要
す
る
に
、.古
典
的
景
氣
論
に
於m
る
所
謂
生
產
間
.の
不
均
衡
理
論
が.：一.，般
に
恐
慌
因
を
生
產
財
部
門
の
過
大
な
る
且
つ
先
馳
的
發 

腰
と
、
こ
れ
に
照
應
せ
ざ
る
消
費
財
部
門
の•發
隄
の
中
に
求
め
て.ゐ
る
に
■
し
、
'ム
ー
，ス.は
加H

或
は
製
品
生
產
部
門
の
：先
馳
的
發
展 

が
カ
ル
テ
.ル
偾
格
安
定
策
に
ょ
つ
て
導
入
せ
ら
れ
こ
れ.に
ょ
つ
て
、
生
產
部
門
間
の
均
衡
が
破
れ
、
そ
れ
が
景
氣
上
昇
運
動
を
激
化
す 

る
に
至
る
と
指
摘
す.る
の
で
あ
る
。

V 

- 

:
彼
は
、
本
書
に
於
い
て
は
景
氣
ぞ
の
も
のV
原
因
研
究
に
入
つ
て
ゐ
な
い
が
力
ル
テ
ル
が'適
應
政
策
を
採
る
時
は
景
氣
は
揚jh
ら
れ 

る
と
す
る
も
の
で
は
な
い0
彼
は
景
氣
適
應
政
策
に
反
對
す
る
議
論
茫
次
の
様
に
要
約
1>
て
ゐ
る
0
即
ち
、
こ
れ
等
の
理
論
に
：ょ
る
と
、 

カ
ル
テ
ル
が
若
し
、
景
氣
に
適
應
し
て
、
價
格
を
引
上
げ
る
時
は
、
そ
は
直

.ち
に
圈
外
企
業
；の
經
營
を
容
易
に
し
，
其
の
發
生
：を
.刺
戟 

す
る
こ
と
、
な
る'は
疑
ひ
得
ぬ
？
而
し
、，、
こ
の
新
設
企
業
に
見
ら
れ
る
投
資
の
增
大
に
加
へ
て
、
旣
設
カ
ル
テ
ル
夼
業
の
利
潤
增
大
は 

又
興
の
資
本
設
備
を
獷
大
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ラ
。
こ
れ
'に
反
し
.て
：、
加
工
業
に
於
い
て
は
、
カ
ル
テ
ル
の
か
V
.る

景

氣

適

應

策

は

却
 

力

ー

ル•
十
丨
ス
の
カ
ル
テ
ル

W

景
氣
運
動V

の
關
係
K:
就
い
て
の
研
究 

八

七

2

七
9

5



.力
f
ル
•
ム
ー
ス
の
カ
，
ル.デ
钇
ミ
景
氣
運
動
逶
.の
關
係̂
就
い
.て
.の
硏
"究

A
/S(1:

七
.四
四)

づ

て

ひ

其

の

鹫

値

と

仕

入

値

：の

.遨
を
縮
め
、:-
-
:從
.：つ'て
、
：自
已
窨
積
を.行

各

べ

ぎ

額

を

減

少

せ

。
し

め

る

9
さ
れ
ば
、
結
局
、
價
格
適
應
策 

ベ
は
、i

礎
エ
業
以
過
靈
る
發
展
わ
誘
致
ず
る
杧
至
る
と。

■

.

:、
;!
,-: 

■
 

-
 

r 

'

V 

V

.

.

シ

::
:
.
,
 

<
.丨
ス
は
、':
:
か

、

石

議

論

が

、
王

張

'

す
る
よ
ぅ
^

3 

其
の
ー
自
己
蓄
積
の
增
大
幻
抑
腿
ナ
る
效
艰
ゼ
有
^
る
乙
と
を
認
办
、
贫
に.叉

-'
;
>
:
惙
格
资
定
が
、：、カ
ル
一
で
ル'命

業

に

對

し

て

、

重

太

な

：
る 

鲁
と
な
ぢ
ざ
る
敷
ゆ
殊
に
纸
視
：
1>
-七
は
ゐ
る
妒
作
芯
も
他
：面
に
於̂
で
こ
れ
議
論
は
價
栎
安
定
政
策
が̂
加
逛
業
を
擴
張
す
る1

ぃ
面 

に
於
い
，で
*
:原
料
：

H

業
に
與
ヘK?
反
射
運
動
を
輕
視
し
て
ゐ
る
と
批
難
す
る
。
か
、
る
反
射
運
動
は
、
原
料
工
業
の
利
潤
の
比
較
的
抵 

t
に
枸
ら
ず
，
箭
本
設
備
の
擴
張
を
促
术
も
の
で
あ
^V、

：そ
れ
：に
は
、
，
信
用
機
關
の
作
用
が
蜇
大
な
る
援
助
を
な
す
0
斯
く
し
て
，
；價 

根
^

宠
政
策
i
>
,全
經
濟
的
構
成
^
過
度
心
赕
脹
せ
し
か
る
ご
と
V
な
る
兄
更
に
又
>
.
\
前
述
し
た
樣
な
浮
藤
需
要
の.出
現
の
如
き
は
、
. 

明
が
に
惙
称
安
定
敗
衝
の
粮
本
的
缺
陷
と
固^'
.べ
ぎ
で
あ
つ
で
、̂

定
政
策
ば
適
齡
政
策
に
：比
し
て
、
;'
.!資
本
投
下
を
誤
導
す
る
こ
^
遙 

に
大
,
あ
V
、
從
'つ
.て
、
そ

は「

景
氣
上
昇
を
緩
和
す
る
よ
り
は:'
寧
ろ
こ
れ
を
速
：進
し
、
强
化
す
る.
•
:洵
に
、
經
濟
の
諸
變
動
事 

情
に
市
況
を
適
應
せ
し
め
、
.紊
さ
ル
た
蹲
衡
縦
係
ゼ
新
な
る
栽
礎
办
セ

r.
iE
l

m
す
る
こ
と
が
價
楮
办
機
能
^
屬
す
ふ
と
と
ば
經
濟
理
論 

の
永
遠
の
眞
理
で
あ.る
。\景
氣
：卜
#:
期
に
於
け
る
價
格
の
職
能
は
過
度
.に
膨
脹し
た
る
■
零
壓
縮
す
る
に
：.お
：る
。
："而
し
て
C
Q
職
能 

は
、
景
氣
遝
動
に
適
應
し
て
上
昇
ず
る
價
格
に
よ
つ
て
の
み
取
さ
れ
る

O
J
(
M
u
h
s
.

 

a. 

a. 

o
. 

s
” 7

3
)

，

ぐ
ン
“

广 

，
次

：に
吾
々
は
第
一

1
の
命
題
即
景
氣
下
降
期
に
於
い
て
カ
：ル
テ
ル
價
栳
政
策
は
如
何
な
る

.影
#
を
双
へ
ゝ
る
か.に
^

い
て
考
察
し
.や
ぅ
。 

こ
の
問
題
は
前
述
の
景
氣-|
-昇
の
際
に
於
け
る
カ.ル
.テ
：ル
活
励
よ
.り
は
迤
に
:€
大
な
'る
意
義
が
與
へ
ら
れ.て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
こ
-の
時 

一
期
に
於
い
て
は
、
前
述

(

第
二
節)

の
様
に
カ
ル
テ
ル
對
非
カ
ル. 一

K

ル
價
格
の
價
格
差
は.
上
昇
局
商
に
於
け
る
よ
り
は
：ー
脬
明
瞭
と
な 

り
、
從
つ
て
カ
ル
テ
ル
の
價
格
安
定
政
策
が
非”.力
‘
テ
ル
價
格
の
促
下
に
對
し
て
荷
等
か
重
ガ
な
る
影
響
を
與
へ
て
ゐ
る
こ
と
を

觀
取

せ

し

め

.る

か

ら

で

あ

る
 

o 

, 

,
.'
.
. 

: :

:

■

.

 

-
:■ 

- ノ 

- 

- 

V
- 

.

.

.
V 

.
:

-
多
數
の
カ
ル
デ
ル
文
献.及
實
際
家
0:
活
動
の
中
に
は
、
不
景
氣
局
,
.
に

於

い

か

'ル

チ

ル

價

格

募

定
t
し
む
る
こ
と
は
、
景
氣
對 

笟
上
有
效
か
も
の
で
あ
.る
と
し.て
、
.
.こ
れ
に
賛
成
を
表
し
て
ゐ̂>
も

の

ぼ

決

し

.
て

離

<-
故
5
0
'ー
，
九

0

0

—

ニ
取
.の
.景
氣
變
動
に
際
し 

て
こ
.の
問
題
は
喧
史
1>
く
論
議
也
^;
れ
た
が
、
-結
局
ノf

般

の

儆

陆«-
:
.
宽

定

を

あ

持

ず

る

こ

と

に

傾
^
て
；
な

た

。
，
其
の
.
®
:由
と
す
る 

處
は
、
，
例
べ
ば
、.石
炭
シ
^:
デ
ィ
ゲ
.ト
.ト
の
#
明
_
だ
氳
觅
に
從
へ
.ば
^ !
淤
價
#

0:
引
下
_
ば
他
叹
諸
生
.虛
術
の
價
_
を
-*
1
1下
げ
て
、 

#

に
ゾ
一
般
錄
惙
崩
卷
ヒ
激
敗
负
夺
こ
ど
並
に
聍
游
(0
;
:«:
格
钇
_
1
す̂
な
_

は
、!:
'
:蘇
敷
衆
ぬ
0 

#€>
敗
に
來
る
麻
<D
.
"
1»;
の

檀

格

下

落 

を

期

待

じ

て®
要

^

愈
 

>
苹

，控

べ?>
;

^
至
^
ラ
.さ

れ

ば

、
"
共
(0
'

:

_
に̂
.於
^ !
七

^

も

の

.で

あ

な

。「

，.と

い

ふ

に

あ

る

9

こ

の

一

0
.の

理

^

|

需

要

の

手

按

と

低

價

の

傳

染

—

ば

媒

し

て

安

党

政

策

の

理

出

と

し

て

誤

は
 

な

い

か

O

Vん

1

ス
.：は

.そ

の

孰

れ

も

が

誤

で

が

る

£;
ど

を

證

明

し

ょ

ぅ

ど

ち

る

な

*

づ

歡

ヤ

S

需

要

の

手

經

扫

い

ふ

窥

實

を

と

o'
て

見

る
 

ど

、

最

氣

下

降

期

0

初

期

に

於

い

て

:\
現

は

れ

る

挪

象

は

ぅ

原

粋

_

對

札

が

需

敷

俾

下

贫

あ

麵

0
:
;̂
:

れ

は

焱

卞

し

％

.原

料
« '
.
格

の

她
 

何

に

關

係

す

る

も

.の

で

：は

な

く

、
：自

己

の

製

品

愰

格

の

低

下

に

が

っ

て

.生

匕

漱

る

(6
:
.で

瓜

0 .
'て

、
.其

の

際

彼

は

摩

ら

、
ハ

自

己

<0
'

手

許

に
 

有

す

：る

貯

蓄

原

料

を

使

用

し
 

> 
原

料

に

對

す

る

需

要

は

'

最

©

眼

度

迤

偁

で

し

,

新

缸

る

補

_

を

見

合

嘭

る

こ

.と

\

於

る

0
'
:ざ

れ

ば

、

..
'' 

前

述

の

様

な

、W

ル

デ

を

價

'格

の

階

段

的

俾

下

ひ

際

ち

需

要

が

晚

間

的

忙

侉

渺

す

を

/
J

<&
:
:
ば

、
ハ

か

ゝ

る

：一

则

提

と

結

0?
;
付

い

て

不

可

能

だ
 

と

い

ふ

と

と

に

な

る

。
：
第

n
"
.

カ

ル

テ

^
僙

■

の

诹

下

が

製

品

健

格

ぬ

波

及

#

を

こ

と

は

、

理

解

じ

雛

v>
:

p
義

不

景

氣

の

進
 

行

掃

两

に

於

け

る

後

者

め

.續

落

は

5

ま

と

し

て

競

爭

の

双

^

に

邀

く

も

©

で

.あ

っ

て

、

原

料

.價

格

の

抵

下

の

.如

き

は

、

背

後

に

退

く

。 

•Y
;
-然

1>
ぺ

そ

れ

に

し

で

%;
:

、
'
.不

景

氣

馬

面

に

於

い

：て

安

宛

政

策

を

浓

る

こ

と

.の

當

否

如

何

の

問

題

呔

更

£

、〗

.生

：產

の

局

而

即

ち

、
：安

定
 

政

策

が

カ

ル

ー

ア

：
ル

工

業

そ

れ

自

體

，，に

如

何

贮

影

響

虹

與

：
へ

る

.が

を

明

校

：ず

る

ゼ<&
'

'を

要

す

る
:,
0

而

し

て

、
'
カ

ル

テ

ル

：の

領

域

が

擴

火

す
 

办
，—

ル
•
ム
I

ス
の
カ
：
ル

テ

ル

«
景

氣

運

軌

^

の

關

係

に

就

い

て

ひ

硏

^

八

九

(
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四
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力
I

ル•

 

<

丨
ス
の
力
ル
デ
ル
ぐ

V

景
齡
運
動
e

の
關
係
に
^
-
い
て
の
砷
究
 

九
〇

(

一
七
四
六〕

る
に
述
れ
弋
、/
こ
こ
0
問
題
は
景
氣
(0
金
'問
題
&
關
聯
す
る
最
^
重
要
な
る
點
で
あ.る
。
,0
シ
,
マ
：1
レ
ン
バ
ソ
ハ
が
，々

ヰ
；

y

經
罄
經
濟 

會
_
に
於
い
で
乙
れ
に
關
す
：る
、

(

議
論
の
中
心
を
，
固
定
赘
本
に
故
び
つ
け
て
說
明
し
:-
'j

般
れ
注
意
を
喚
起
し
て
か
ら
”
常
に
最
も

議
論
CD
.
-多5

、
所
と
な
つ
へ
て
.ゐ
る
。

：

V 

. 

'
.
:
'
f

;:

ぐ
、

,
,
”

'
拗
で
、
固
宛
资
本
の
次
の
樣
な‘性
質
か
ら
價
格
安
定
政
策
に
對
す
る
辯
護
論
紙
直
接
に
導
れ
る
。
即
ち
、
生
產
量
の
變
励
に
應
じ
て
、 

單
位
當
»)
'
■
生
產
物
匕
對
す
る
固
定
資
枚
費
用
の
變
動
、
：換
言
す
れ
ば
生
靡
の
增
カ
に
於
げ
る
费
用

i

の
双
⑽
ど
生
產
^
ル
に
め
け
る 

费
用
累
進
の
法
則
、
更
に
換
言
す
れ
ば
、
'販
路
の
增
大
に
ょ
る
單
位
當
り
坐
：產
物
の
費
用
、の
減
少
>
反
對
の
場
合
に
於
け
る
费
用
增
大 

が
こ
れ
で
あ
み
0,
不
況
局
面
に
現
は
れ
る
摄
用
累
進
は
、
價
格
低
下
即
ち
景
氣
T
降
へ
の
適
合
に
反
對
ホ
る
理
由
と
な
る
。
何
と
な
れ 

ば
、
不
景
氣
へ
の
：適
合̂

企
業
の
利
潤
を
動
搖
し
へ
先
第1
^:
限
取
企
業
€

_
で
"
.
.
.
坐
產
的
岱
滎
を
震
駭
し
、
觅
に
、
：激
墙
せ
る
產 

幾
上
の
夹
業
に
ょ
つ-c
消
費
財
■

業
を
崩
解
せ
し
む
る
に
至
るo
:さ
ね
ば
、
景
氣
政
策
の
爲
めに
も
、
價
格
の
景
氣
適
應
策
は
こ
れ
を 

排
床
す
べ
ぎ
：で
あ
を

0
.
/

ニ
.
 

.
：
，
;

.
'
,

( 

'

■

 ̂

-
 

V'
 

/ 

、
::
,
:
':
.

'

:

•

:
:
;
•-
■
,
/

へ
：然
1>
、
こ
0,
辯
護
論
は
消
觀
財
產
業
の_
定
資
本
の
と
と
を
考
慮
ず
る
と
、
容
易
に
打
破
'せ
ら
れ
る
。.
.即
ち
固
定
資
本
.
.の.壻
大
は
決 

1>
て
、
原
料
エ
乘
の
が
眘
で
ゆ
な
ぐ
、
陈.麵

業

心

於

€
て%-
齓
視
ぜ
ら
れ
^
稼S:

關
係
.於
、
加
エ
業
ぬ
見6
れ
な
い
か
ど
ぅ
か
は
疑 

問
で
あ
る
o
.
.
尠
く
と
も
、
：後
考
に
於
：
s
x'
^

i
者
同
様i

、
'

原
價
計
獨
中
.：£
•:
'■固

®,
經
費
が
重
要
な
要
素
を
な
し
て
ゐ
.る
こ
と
ば
疑
ひ 

な
い
0.
さ
れ
ば
、
生
産
の
低
下
と
費
用
遞
增
の
法
聽
の
現
は
ル
る
匕
と
は
當
然
で
あ
り
、
否
潘
に
、

1
則
者
に
比
し
セ1

層
厳
进
に
現
は 

れ
來
る
こ
.と
は
爭
は
れ
ぬ
0
何
な
れ
ば
、
丼
0
價
格
は
常
に
景
氣
に
適
應
す
る.こ
と
を
敷
す
^
か
ら
で
あ
る
0
斯
く
し
て
、.
自
由
競

 ̂

場
裡
に
於
い
て
與
へ
ら
れ
る
不
景
氣
に
對
す
る.對
抗
カ
.は
不
斷
に：

瘸
尤
す
る
原
料
價
格
との：！

差
に
ょ
：つ
て
奪
取
せ
ら
れ
る

0

さ
れ 

ば
、
寶
手
と
し
•て
、
其
の
市
場
を
著
し
く
狭
隘
化
せ
ら
れ
た
る
加
工
業
は
、
又
買
手
と
し
て
、
原
料
に
對
す
る
需
要
を
局
限
し
、
そ
は
、

贫
料
工
業
：の
販
路
の
狹
隘
化
と
な
る
を
免
れ
ぬ
。

さ
れ
ば
ヵ
ル
テ
ル
の
價
格
安
定
政
策
は
、
そ

れ

が

本

來

要

求

し

た

る

擴

大

の

職 

能
と
は
全
ぐ
反
對
に
作
用
す
る
？

'

：

然
ら
ば
、
安
定
政
策
を
斷
然
菜
.て
\

不
景
氣
と
共
に
、,力
.
.ル
テ
ル.價
精
を
斷
然̂1
下
げ
る
こ
と
は
如
何0
.こ

の

議

論

.は
;'
H

-
 

A
m
a
c
k

の
稱
へ
る
も
の
で
あ
る
0

即
ち
、
景
氣
下
阵
に
際
し
て
は
、

.價
格
を
除

f々t
段
階
的
に
引
下
げ
る
こ
と
な
く
、
.
一

 

擧

に

限

.探 

生

産

に.迄「

强

烈：

且

決

定

的

引

下

J

を
行
ふ
時
は
、
經
濟
的
に
•
こ
れ
以
上
の
價
格
の
引
下
を
期
待
す
る
觀
念
を
與
へ
ざ
る
こ
と
、
な
り

、
.
 

及
格
を
推
持
す
る.と
と
が
出
來
よ
う
。

.
(
K
o
l
i
j
.
u
n
k
t
u
r
f
o
r
c
h
u
n
g

:.u...wonj,unkturp.olitik,. i
n

 

H
a
n
d
w
o
r
.
t
,

 

d
e
r

 

s
t
a
a
t
w
i
s

tn-. 4

 

A

u

p
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• 

6
6

00
. Muhs* .

a
'

p 

o
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S
V
6
6
0

然
し
こ
の
議
論
は
、
上
昇
期
に
於
け.る
彼
：の_
論
|

景
氣
上
昇
に
際
し
て
は
價
格
を
ー
擧
に 

.引
上
ぐ
ベ
し
^
^
と̂
茁
に
茁
反
對
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
が
不
景
氣
に
際
し
.て
主
張
す
.る
慣
格
の
徹
底
的*]
|
卞
げ
は
、
上 

昇
期
の
安
定
策
と
同
様0
効
集
を
持
つ
。.：上
昇
期
に
.於
い
て
、
：.安
定
策
が
浮
隗
需
要.を
刺
戟
'し
た
.る
が
如
く
、t
i
で
は
、
.同
じ
く
、

,價
格
鋏
差
が
、
不
生
產
企
業.の
競
爭
カ
を
强
化
し
、.そ
，は
、
生
.產
企
業
玄
不
當
に
踮
迫-b

そ
こ
で
、
ム
1

ス
が
主
張
し
や
う
と
す
る
の
.は
、
：：結
局
、
景
氣
變
驗に
，出
來
: #
る
限
り
均
衡
を
得
た
適
應
政
策
を
採
用
す
る
.こ
と
で
あ 

る
o
' 

(

g
ur
.
a
. 

a
.

p'
s
. 77
,
)

そ

れ

は

.、
力
ル
テ
ル
が
こ
；れ
に
依
o

て
、
：販
路
の
.一

!•
の
增
加
"
*
.或
は
、
自
e
的
發
展
.に
何
等
力
，の 

統
制
或
は
修
芷
'.を
行
.ふ
と
す
る
が
爲
め
.
.で
は
な
く
、
自
然
的
發
展
を
强
制
し
て
ー
層
の
販
路
制
限
.を
な
さ
し
む
る
.こ

と

を

囘
避
し
よ
う 

と
す
る
手
段
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
：0
:
:即
ち
、
.そ
：は
、
：
加
'エ
業
.に
對
：し
セ
：、
：
不
利
な
る
價
格
鋏
差
：を
除
き
、
原

料

價

格

.の
安
究.に
比
し
：て
、 

共
の
地
位
を
著
し
く
改
善
し
、
强
大
な
、
.且

：つ
、
自

然

.的
發
展
を

凌
駕
す
る
敝
路
制
限
：
よ
り
.妨
衞
し
、
，力
ル
テ
ル
工
業
に
對
す
る
生
產 

の
後
退
、
且
つ
、.
#用
遞
增P

效
カ
を(

敢
少
限
度
に
-1
1
:る
ヒ
と
'が
出
來
る
ス」

'
ン

^
.
,
リ

ゝ

パ

.
勿
論 
> 
こ
の
主
?1
は
、
S
要
の
復
活
に
よ
る
景
氣
そ
の
も
の
ゝ
囘
復
を
目
標
と
.す
'.る
.：も
.

Q
.

で
は
な
.い
。.
そ

ば

、

價

格

安

定

：政
：策

に

，
よ

力

ー

ル
i
l
!
う
の
：
ヵ
ヘ
ル
，
テ

ル

v

景

氣

運

動

w

の
：
_

係

^
就
い 

九

一

(

ー
七
四
七
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ゾ 

力
i

■ル
、*
A

t
ス
：
の
ヵ
：
ル

.テ

.
ル
式
景
氣
運1|今
の
_

係
へ
に
就
'̂

て
0
.砰
究
” 

i
r-
*

(

ー
七
四
八0

る
徹
廣
的
販
路
搾
取
よ
り
生
ず
る
不
當
な
态
損
害

:̂

囘
避
：し.よ
ぅ
と
す.る
£

あ
：る.;?
现
ち
^

不
景
氣̂

於
い
で
ば
、：
^

路

.»

持
の
^
 

に

且

つ

_
:毁
用
遞
靖
灯
お
り
廣
涨
な
る
作
用

^

緩

め

，：
る

設

備

資

本

0

最
高
の
利
用
の
保
款
の
爲
め
に
、

«

格
を
適
應
せ
し
め
る
の
 ̂

あ
り
、"
.か
'

る
方
法
忙
よ
つ
て
の
み
固
定
經
：費

の

負

擔

凝

減

し

得

る

(

窆
&

5

”

2
，
：

(

'.
'
-
,
:丨 

.

次

に

偽

格

安

定

政

策

と

：

不
.景
氣
の
：淸
難
的
機
能
'と

：
の

關

係

：
の
：問

題

が

取

上

げ

.ら

れ
*t
r

ゐ
.る
o

,
不
景
氣
，の"過
程
.は
、
，好
景
氣
寺t 
C 

於
け
る
不
當
な
：る
搬
張
：の
整

.理

過

程

セ

：
あ
；
り

、

;-

不
生
產
的
企
業
；の
：整
理
を
通
し
そ
：、
好
景
氣
杞
破
壞
せ
ら

^
 ̂

の
均
衡
を
新|

.

莪

礎

の

：
上
.に
_

成

ず

：る'過

程

で

あ.る
.
9
抜

笮 

へ
る

力
，

:

の
如
き
は
，.力
.ル
テ
'ル
價
格
の
.安
定
せ
.
.る

：で
と
：は

ボ

不

生

產

的

>
過
剩
：な
る
企
業
を
：
一
層
急
速
：に
整.理
し
、
景
氣
の 

鹎
囘
を
容
易
に
す
る
上
に
寄
與
す

：

る
で
あ
ら
.ぅ
と
說
べ
o
:
.
即
ち
、
.價
格
CD
 ̂

自
己

の
坐
座
物
の
«
格
の
低
卞
に
よ
つ
；て
損
害
を
蒙.る
.；こ
.と
：最
も
：火
な
る■も
.

の
.：

で
あ
そ
が
、
而
も
、
：±
等
の
；加
エ
業
者
を
し
て
、
其3
生
產 

費
を
し
て
.、
低
下
し
0
:
-
,
あ
る
製
品
價
格
に
適
合
し
得
る.範
圍
內
に
閉
じ
込'め
.，
不
生
產
企
業
を
し
て
原
料
市
場
に
於
け
る
よ
.り
は
一 

滕
急
速
■に
盤
..理
せ
し
む
る
.こ
.と
.は
：

民
經
濟
的
利
益
：，の_,耍
求
す
.る
.
.所
で
あ
.る

-°
.
.何
.と
^
れ
ば
、：
景
氣Q 

•上
昇
に
於
' い
.
.
.
.
て
、，.
.加
.工
業
.の
.
.
. 

生
產T

V

が
過
大
に
增
大
し
こ
れ
に
よ
つ

P;

恐
使
が
導
入
_せ
ら
れ
た
場
合
、
出
來
得.
.る：眼
b
一早
く
こ
れ
等
對
抗
力
な
き
經
營
を
除
去
す
る

. 

こ
'
:と

が

均

衡

の

，
囘

復

fc
有

效
:-
'
iな

る

か

ら̂
あ
，
る

o
s
e
w
e
r
b
e
p
^
^
^

.

.

.

.
ム
.
1ス
は
、
こ
の
德
は
ジ
安
定
が
唯
過
剩
生
產
の
藤
规
启
滕
を
急
速
化
オ
る
限
か

^
於
^
で
の
み
泥
當
で
あ
る
と
す
る
。
然
し
事
實 

は
決
し
て
、
價
格
の
安
宛
は
、
そ
れ-o
み
に
此
ま
る
こ
と
な
く
、.不
景
氣
の
迪
行
と
同
時
に
、.生
產
カ
あ
る
企
業
を
も
其
の̂
ト

に

役
. 

ず
.る
ぬ
.至
り
、〔

安

宛
Q
1意
義
は
.全
く
無
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
し
て
、
破
壞
ゅ
ー
曆
廣
机
な
る
範
圍
に
苴
り
、
均
衡
囘
復
の
弋
り

C
、 

動
搖
は
深
刻
化
す
。(M

&
s
'
a
.

 

a
.:o
,
s，
QO
9
.

)
；

.又
、
，霧
理
は
必
ず
非
力
：ル
テ'ル
部
m
に
の
：み
限
る
こ
。と
な
く
、
力
^

ア
ル

部
門
に
於
.い
て
も
こ
れ
を
行.ふ
べ
き
は
當
然
で
あ
る
。
掀 

し
力
ル
4ア
.ル
が
某
の
#
續
を
1

1-
る
が
^
め
^;
ば
、
；
坐

產
00
不
可
避
な
制
限
を
參
加
企
業
の
生
産
力
に
應
じて分
檐
せ
し

む

る

の

が

I

I

.而

レ

經

濟

的

保
I

I

は
、
|

瀨

當

要
I

る
，
不
生
產
企
業
の淘
汰
、

出
來
得
る
限
り
、

大
な

，る
生
產
價
格
、
及®
料
價
格
の
低
で
と
矛
盾
ず
る̂
至

る

、？.'之

れ
^
反
し
.、
，
カ
ル
テ
ル
が
價
袼
適
應
策
を
と
る
に
於
い
て
は
、
限
界
參

.加
企
業
は
急
速
：に
盤
瑰
せ
ら
れ.、
.と
办
に
ょ
づ
.
T
V 

.

坐
產
ば
優
秀
が
る
企
業
の̂

に
.集
^:
せ
ら
れ
、
上
*

P損
央
を
防
衛
し
、
ッ
販
路
蒌

.

.
, 

.

.

.

. 

•. 

.

.

' 

.

縮
を
緩
和
す
る
。
要
す
る
に
、
安
定
政
策
は
力
ル
：テ
.ル
都
門
◎
淘
汰
盤
理
を
除
外
し
、
、
匕
れ
を
自
由
競
爭
部
門
に
.の
み
强
化
し
、
景
氣
上 

:

昇

か

淸

算

が

势

求

す

^

跃

度

以

^'
'
に
苴
ら
.し

：め

、
'

(

且
'つ
、
.對
抗
ガ
あ
.が

篆

家

か̂ ̂

p
，
P
*〇
• 

y 

s

o
 

'':
.
次
に
、
：カ
：ル
テ
%
の
安
見
敗
繁»'
:
>へ
割
01
政
策
.の
效
课
を
減
殺
ず
る
こ.と
味
否
定
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
割
引
政
策
が
其
の
效
力
を 

秦
全i

發
撕
ず
る
が
㈱
め
夂
は
、
巾
央
_
行
は
貨
|
5市
場
を
支
配
じ
、
換|日̂

れ
ば
、
一
利
子
於
金®
民
經
濟
、に
對
レ
て
拘
束
办
の
あ
る
こ 

。と
並
に
、
憚
格
が
割̂

败
策
の
手
段
に
察
蜃
に
適
合̂
、
他
0
諸
#:
の
_

梃
よ
^
て
敗
奶
猶
合
を
紙
げ
ら
れ
ぎ
な
程
、
伸
縮
性
に
富
ん 

で
ゐ
を
こ
へ
と
が
必
要
で
あ
る0'
'
然
岑
に
謂
'ふ
迄
も
な
く
、
：.力
71
>
.デ
.ル
(0
;
安
走
政
策
は
£'
0 ;
第
ニ
^

•

 

...
 

- 

.

 

•

 

.

.
•
.
.

ハ
.

 

.

.

一..'-
 

....

.

へか
で
あ
る
。

力
ル
テ
ル
偵
格
は
割
引
政
策
匕
ょ
ク
て
、
影
響
を
興
へ
‘ら
れ
ざ
る
：の」

み
&■
•
_

、
*

氣

上

.昇

面

局
^
於
い
て
、
信
用
騰
貴 

は
、
自
_
經
濟
部
門
に
齡
し
で
ざ
：へ
其.の
，效
果
を
翁
金に
は
發
W

L
得
.な

各

る

。
即
ち
ご0:
時
機
に
際
し
て
ぼ
、：カ.
‘

.
尹
ル
儐
格
と
、 

自
凼
價
格
と
の
價
格
曲
線
办
分
岐
は
後
者
の
領
域
に
於
け
る
貨
幣
量
を
豐
富
に
し
て
信
用
騰
貴
を
相
殺
す
る
。
反
對
に
不
景
氣
に
於
い 

v
tは
、
割
引
^;Q-

引
下
げ
は
坐
產
費̂

警

を

招

來

し

、«
&■
次
投
資
をii

致
す
Y
t,
に

.#
&>
ず
、.一

主

要

原

料

價

格

安

定

の

鶬

め

'

割 

:

引
率
低
下
.に

ょ

る

利

益.は
、
費
用
史
皆
彳
販
路
價
袼
と(0
'
_

0(

擴
太
忆
ょ
.
0で
相
殺
.ぜ
&:
れ
.る
'0
'

-:
.̂
^
^
^

ン」

敷
尤
ゲ
忆
、「

景
氣
T;
降
期
に
際
レ
て
#

初
：に
平
衡
輸
が
活
斷
を
锦
始
す
れ
ま<
そ
は
、
域

泥

に
^-
各
資
ボ
破
壞
衝
來
得
る
限
り

，.力
.
V

ル
上
す
ス
.■の
マ
力.：.ル
へ
テ..
ル
：

W
；

景
氣
：蓮
動'ミ
：の..關
係
に̂

.

'

，̂
三

.C
1
'
,

七
.四
九)



方
'

—

，ル
.ニ
广
ス
.の
カ
：ル
^
化
<

|

運̂
：動
<
 

九
四
'

>

七
五
ぅ〕

霞
い
«
願
虼
分
散
す
る
こ¥
で

な

け

れ

ば

き

就
0
ゥ

而

を

，

：
傲

格

篆

定

は

'
齋

且

0
:平
均
敗
貧
檐 

_ 

■

力
を
摩
ら
、
非
力
：ル.デ
ル
#

門
^
加

へ

专
.そ
#

.
經
濟
紙
繳
：_
於
け
.w
rr
馨

^

 

出
す
。
而
も
、 

從
來
こ
(0
,種
の
.病
取
に
劉
抗
カ
の
あ0.
:
だ
企
業
家
を
:̂
侵
す
檫
に
&;
り
、
全
經
濟
的
不
泥
ぞ
强
化
す
る0

系̂

&

,
む

o

‘ S. 

94.).

.

.

.一..
y
v 
ぐ
パ
：パ
 

V
;
.
' 

:,y 

- 

V
; 

7-.:;:

以
上
.の
考
察
は
:
カ
ル
テ
ル
M

格
政
聚
の
批
判
を
主
と
し
て
、

力
ル
ー

K

ル
對
非
カ
ル
.

ル̂
^
格
の
關
係 

せ
し
め
て
行
は
れ
た
。
殘
さ
れ
た
他Q
fl
l
l題
の
ニ
：.は
.、
カ
ル
デ
ル
と
景
氣
變
動

0
,原
因
と
'は
如
何
な
：ぶ|

^
昀
立
つ
'か
.疋
あ
る
：0. 

景
氣
變
動
を
単
.1「

な
原
因
.に
歸
财
せ
し
め
：よ
：
^'
と

す

る

こ

、
と

は

、

'
近
来
の
.最

馨

励

理

論

：に

あ
.つ
そ
、
即
ち
、，一

股
に
は
、
最

も

初

期

葉.氣

現

象

慶
»

の
.麗

馨

象

」

線

蓄

衡

1
:共
の
,

何
：左

に
就
い
て
議
論
.がft
-れ
名
の
で
あ
る)

而

し

て

、
一

. 

'
ム
r

k
は
，
離
多
#
現
象
中
麻
初
の
：地
位
を
：占
む
.を̂;
:の
{#
:
、
過
剩
资
木
化
で
あ
り
'、 

今

邇
(0
.激
慌
ぱ
11
;
に
代
表
的
過
剩
投
资
恐
慌
：で
、あ
：る
_と
.い
ふ
:°
'
:

(

 ̂

a. 

a
.
M
O
. 

's. 

9尹)

.
：

:'
:
問

題

は

、
，

)

過
剩
資
本
化
と
カ
ル
ー
ア

「

ル
0
關
係
政
は
、
：
$

 

.

.
旣
に
第
.

11

節
に
於
ぃ
て
V V

ル
テ
ル
價
格
が
力
ル
テ
ル
限
见
企
業
の
生
：產
，

一
致
し
、
従
つ
て
、
そ
は
こ
盼
に
は
自
由
餞
带
價
格 

よ
り
髙
か
る
べ
き
こ
と
を
說
明
し
た
。
而
し
て
' 
限
界
企
業
と
、
そ
れ
以
上
：の
生
產

g

企
業
と
の
費
用
間
に
成
立
す
る
力
ル
テ
ル
差
益
、 

或
は
獨
占
差
益
は
過_
資
木
化
を
招
來
す
る
惧.あ
り
と
ず
る
.ヲ
其
の
理
由
'は

、
、
.
'
'

」

.
ズ 

1 

> 
力
.ル
テ
ル
.差
益
は
、
カ
ル.テ
^

^

.
ニ
、
.外
部
よ
り
の
資
本
供
給
及
信
用
供
給
を
容
易
に
す
る

0 :

三
、
高
き
カ
ル
テ
ル
利
潤
は
、
隣
接
生
產
段
階
の
工
業
に
於
け
る
資
本
設
備
を
%
丸
す
るo

そ
は
、
霞
的
集
中
に
對
す
る
.運
動
を

/:
:
生
ぜ
し
.め
る
？

/

,四
、
ヵ
ル
テ
ル
差
益
は
圈
外
企
業
を
發
生
せ
し
め
る
?-

力

ル
テ
ル
i

業
.の
自
己
蓄
積
の.%
大
は
、
.株
式
會
社
制
度
0
下
で
ば
>

1
賸
容
葛
と
.な
る
0
即
ち
こ
、
.で
.ば
命
業
財
產
と
企
業
管
理 

と
.は
、
分
離
し
、
從
て
、
利
益
を
分
配
す
る
に
當
り
、
.配
勢
を
.削
減
し
蓄
構
を
增
加
せ
し
.办
得
る>&
>
ら
.で
あ
る
。
こ

の
^

積
は
、

8

 

に
貨
幣
市
場
と
關
聯
す
る
と
と
な
ぐ
爲^;
辨
濟
義
務
を
課
せ
ら.れ
て
ゐ
な
い
'か
.ら
1>
で
、
其
の
使
途
は
大
體
資
本
設
備
に
用
ひ
ら
れ
、
其 

の
朮
場
の
情
勢
ね
推
移
に
對
し
て
深
遐
；の
法
»

を
拂
|

る
_
至
る
。：

然
し
て
、

こ
ぢ
カ」

ル
テ
^

.に
於
け(

る
自
己
蓄
積
.額
：の
墦
太
はこ 

れ
を
全
國
尻
經
濟
的_

分
配
：.の
立
場
か
ら
觀
察
す
贫
と
、..そ
：は
、
：.：：
ヵ

：
ル
.

テ
.，
ル0:
業
：に
於
け
る
、
自
出
競̂
 

益
：の
獲
得
の
緒
艰
を
表
明
す
る
も
ゆ
で.あ
’る
。
：

「

栽
礎
工
業
に
於
け
る
金
融
的
栽
礎
め
强
化
は
、

國
民
經
濟
的
に
'は
、
經
濟
の
> ,
勝
部
門
. 

に
於
け
る
財
政
的
恶
礎
の
不
安
定
の
墙
大
吃
ょ
づ
て
購
入
せ
：ら
れ
る

^
:
:而
し
其
め
代
價
は
高
き
に
失
す
る
と
と
明
か
で
あ
：る
9
勿
論
、 

こ
の
自
己
蓄
稂
額
ば
、
全
經
濟
的
資
本
の
：有
機
的
禱
成
0
變
化
從
つ
め
、
；
利
潤
率
の
枏
對
的
减
，
を
直
接
に
招
來
じ
得
る
程
火
.な
る
親 

に

達

す

る

も

の

で

は

な

い

.。

レ
：デ
ラ
ー
の
如
き
は1£
:̂
こ
(5
'點
に
々
ル
^

ル
政
策
0
:矛
盾
：を
認
め
る
も.の
で
：は
あ
'る
が
。(

'r
d

i
 

a
a
'o
. s:. 

£
‘
：
 

M
u
h
s
.

 .a. 

a. 

0
. 

S. 

.1
0
0
0
:..

こ
.の
囊

■ば

戰
後
.
.に.於
け「

る
.諸
基
礎
エ
業
の
：金
融
擞
關
べV

の
'依
存
並
に

外
國
資
本
を
渴 

望
1>
た

こ

と

0
如
何
に
大
で
あ
：つ.た
.こ
と
か
ら
も

知
れ
：る
。

.又
と
'の
：蓄
積
額
は
、

力
；ル

一
でル
が
常
に
#

の
生

^
能
力
低
き
限
典

企
粱 

に
對
し
，て
、
：1

定
の
纸
產
1

«|
を
^
ふ
る
こ
：と
€

^
ず
る
が
爲
め
め
、
へ時
.；に
、；：

坐
產
的
^
業

の

生

產

額

の

--
撕
を

篇
に
す
る
結
果 

を

來
ず
■こi
.が
あ
り
、

其
.の
爲
め
？

蓄

讓

：が
：

V

 

.

せ̂
ら
れ
る
と
：々

は.あ
.：る
'9
:こ
：れ
等
办
_

條

件

：
に

對

，
し

て
.十

分

：
の

參

酌.を

：加
へ
る 

と
し
丈
も
、
#

氣
上
昇
期
忙
於
い
て
增
加
し
來
.る
ヵ
.ル
テ
ル
_

益

：
に
：
從.つ

て

：
蓄

獠

額

は

過
_

資

求

.を

定
し
修
な
い
々
离0
讓

0
增

：火

に

：ょ

る

企

«

の
：
設

備

雜_の
：蜣
划
忆
狎
て
分
ぢ
の
期
杧
於
け
态
ヵ
ル
テ
、ル
差
益
：：の

>.
:
_は
他
部
夂
：

力
'

 

丨
.
^
•
ム
ー 
.

ス.
.

■の.
力
：

.

^

-

K
...

ル，

.

.

w

景
氣
m

fi

式
の
.關
.係
：
^
^
^
 ̂

九
五
-

2

'

:
七
五
，1)

、



」

力
ー

ル
•
ム
ー
x
p̂

力)

ル
デ
ル
.

'W

畫

運

動

の

：關

係

，九

六
2

七
£

-
W 

|

の
資
本
0
供
給
釔
容
易
に
し
、:.
カ
.ル
：.テ
；
：ル

に

龙

る

發

行

活

動

杜

奸

^

,
<同

：
一

親

せ

も

れ

る

に

枸

ら

^
、
；
經

濟

學

上

(

に

於

い7:
:は

嚴)

に

減

別

：
せ

：
ち

：
る

：
べ

き

.で

：
あ

：
る

^

へ
せ
ら
れ
；
る

に

枸
ら
ず
、
：：後
者
は:£
れ
と
絕
緣
し
、，從
り
.て
：
：
自

已

蓄

镇

が

國

_

濟
的
：に
見
'で
果
U

H
最

も

；
唐I

利

用
I

や

否 

■や
に
：拘
ち
ず、
^

備

資

：本

化

せ

ら

れ

：
る

0
:吏
に」

過
_

投
資
忙
對
'し
て
重
要
.な
る
關
係
を
持
つ
は
》;

景
氣
上
昇
期
に於
け
.る
、
力
：.ル
ーア
ル 

荊
_
の
增
加
に
.伴

ふ

圈

外

企

業

の

發

生

.で

あ
る
。

此
の_

に
於
け
.る
、
：カ
.ル
；
テ
；
ル
價
格
の
.上
騰
呔
_

外
企
業
0
^
^

■刺
戟
と
な
る
ば
か
々
で
は
な
く
、

ン
の
謂
ふ
如
ぐ
、

”
カ
ル
i

u
が

其

塞

：加
_

に
：從
ひ
”
又
、
,
力

：
ル
；
テ

：
ル

の

力

愈
.そ
大
な
&

^
む
る」

乙
と
は
ハ
：.こ
の
期
に
：於

い

て

、

_

も

明
瞭

に

現

は

れ

、
：
；此
の
分
野
へ
；：の
：投
資
を
し
レ
て
愈
ミ
，增

.大
せ
し
め
>
過

獎
 

(

本

化

：の

性

質

を

持

た

し

.む
る
：.

S
る9

更
に
又
、_

て
來
る
べ
き
姐
鮝
變
動§

 

ょ
く
參
加
企
業
を
防
衛
す
る
で 

'$
>
ら

ぅ

志

觀

念

ほ

：、
，
：圈

外

炎

業

を

し

て

、
；

ル

^
名

ぶ
1'
I

E

は

國

民

經

濟
.0

立
.場

が

ち

見

：て
、
威
ル
ー
，テ
，
ル

の

政

策

が

過

剩

資

本

化

を

蕖

ず

る

.こ

と

を.考

察

し

た

も

0
：

で
：|

が
、

M

K

 

> 

こ

れ

を.經

營
0
-
:內

部

的

關

係

が

ら

：、

-輿
€>
^

然

的

發

展

を

猶

望

：
じ

ょ

ぅ

0

經
營
の
內
部
關
係
，に
：し
て
、

：

過
剩
資
：本
化
：を
招
來
ず
る
も
の 

ば
-
,シ
ン
デ
ィ
グ
丨
ト
.
の
'有
す
る
參
加
割
當
數»:(

£

&

B

i

g

g

g

s

2

i

息

(

及
割
常
購
入；
^

 

ル 

'
.は
.謂
ふ
迄
^

な
く
獨
立
企
業
の
集
結
ザ
あ
r
 

>
;然
も
そ
作
等
の
：企
.業
'は
生
產
條
件
を
興.忙
じ
、
政

に
“ょ

っ

て

：、
自
_
に

伸

縮

し

得

ぎ

の

：
で

お

る

。

。
意

業

呔

參

加

割

當

額

め

現

狀

維

持

或

は

、

.其
<0「

增

太
.
に
：
ょ

っ

，
て
.
：
、

設

備

資
 

本
0:

禾

片

を
1
-,
1-

增
大
ず
条
が
爲
め
に
は
ノ..：其
.の
.
.生
產
カ
を
擴
 ̂

一
 

義
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
割
當
額
競
爭
戰 

に
於
け
る
勝
利
者
た
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
常
に
、
其
の
資
本
的
設
備
を
更
新
し
、
建
設
し
て
よ
り
高
い
生
產
能
力
を
維
持
す
る
こ
と

見
る
と
.、
：.，

f

.九
1
ニ
セ
每
吖
好
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.曆
有
利
で
あ
る
'^
主
張
す
る
。
.
：
-
.
:
. 

’：

:

^
ル
.テ
：
ル
，
の
：景

氣

變

動

^

激

化

す

る

作

用0
論
述
が
通
說'-
$
:出

：な'い
と
し
て
孓
、

：

そ
れ
が
、■力， .

ル
テ
ル
化
の*

度
0

發
展
を
芣
し
‘て 

、*9

る
獨
逸
の
材
料
に
據
つ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、
こ
の
面
方
の
硏
究
に
於
け
る
蜇
要
な
る
齋
料
た
り
得
る
こ
と
は
否
逭
し
得
な
い
で 

-.

あ
ら
.ぅ
。

唯
問
題
と
な
る
：ベ
き
主
要
な
る
點
は
、
：
彼
が
主
張
す
名
ょ
，ぅ
に
景
氣
に
出
來
得
る
眼
り
均
衡
を
得
た
カ
ル
テ

：
^

看
す
.れ
ば
順
應
政
策
は
、
理
論
上
，
安
定
政
策
よ
：り
±
^
:遙
に
國
拔
經
濟
.上
有
利
で
ぁ
り
、
：從0
て
、,：と

れ
§

て
、
カ
ル
テ
ル
值

格
の
規
檩
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
ひ
か
i
る
景
氣
.順
應
政
.策
は
、
果
し
て
客
觀
的
實
現
性
が
あ
る
で
あ̂
う
か
。
彼 

.
の
い
ふ
所
に
從
へ
ば
、
カ
ル
テ
ル
價
格
は
、
自
由
競
爭
憤
格
と
同
律
に
、
其
の
限
振
的
參
加
企
業
者
の
生
產
醬
に

——
•
致
せ
し
め
ら
れ
る
。 

而
し
て
、
丼
の
极
據
と
し
て
は
、
カ
ル
テ
ル
は
景
氣
變
動
の
波
よ
り
參

g

企
業
全
體
を
防
衛
す
る
こ
と
に
其
の
本
質
が
存
す
る
か
ら
で 

あ
る
と
。
か
、
る
カ
ル
テ
ル
價
格
と
順
應
政
策
と
の
間
に
起
；

o

來
る
疑
問
は
、
而
ら
ば
、
不
景
氣
局
面
に
於
い
て
、
カ
ル
テ
ル
が
景
氣 

に
順
應
し
て
、
價
格
を“
下
げ
る
時
は
ノ
こ
の
價
格
規
準
は
破
ら
れ
な
い
か
。
即
ち
、
限
界
參
加
企
業
は
、
結
局
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
は 

し
な
い
か
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
かX
る
憤
格
政
策
は
カ
ル
テ
ル
の
本
質
と
矛
盾
す
る
。
而
し
て
、
こ
れ
以
外
の
結
梁
は
起
り
得
な 

い
と
思
ふ
：.
0
序
に
沄
ふ
な
れ
ば
、
彼
が
カ
ル
テ
ル
の
理
想
形
態
と
し
て
、
カ
ル
テ
ル
發
展
の
初
期
に
見
ら
れ
る
形
態
の
も
の
を
選
び
來 

り
、
立
論
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。
現
在

1

般
的
に
は
、
リ
ー
フ
マ
ン
に
見
ら
る
、
如
く
、
カ
ル
テ
ル
を
純
然
た
る
獨
占
で
な
い
の
に
せ 

‘
よ
、
獨
由
と
不
可
分0.
關
係
に
立
た
し
め
、
景
氣
不
景
氣
に
際
し
で
、
市
場
を
專
ら
最
高
營
利
の
立
場
か
ら
支
配
し
よ
う
と
す
る
價
格 

即
ち
獨
占
價
格
政
策
を
採
っ
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
更
に
又
、
景
氣
順
應
政
策
は
、
國
民
經
濟
の
立
場
よ

D
見 

て
有
利
な
る
こ
と
が
證
明
せ
ら
れ
そ
し
て
、
結
局
カ
ル
テ
ル
自
體
の
利
益
な
る
こ
と
が
明
に
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
私
經
濟
的
企
業
結 

合
た
る
カ
ル
テ
ル
が
课
し
て
か
、
る
政
策
を
採
用
す
る
餘
裕
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か

o

現
實
的
に
は
カ
ル
テ
ル
價
格
は
カ
ル
テ
ル
内 

部
の
隱
然
た
る
權
力
の
對
抗
と
結
び
附
け
ら
れ
、
弱
少
企
業
の
淘
汰
と
優
勝
企
業
の
更
に
强
大
な
る
カ
ル
テ
ル
結
ま
、
而
し
て
、
よ
り 

完
全
な
る
獨
占
價
格
實
現
へ
の
步
武
を
迪
つ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

彼
が
何
等
か
現
實
的
政
策
原
理
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
時
、
彼
の
硏
究
は
、
種
：々

な
る
困
難
、
殊
に
經
濟
の
必
然
的
發
展
と
の
矛
盾 

に
逢
着
せ
ざ
る
を.得
な
い
。
而
し
、
そ
は
彼
の
研
究
の

1

重
要
部
分
で
あ
つ
て
、
全
部
で
は
な
：
.い
。
他

：の
部
分
即
ち
、
カ
ル
テ
ル
價
格 

が
如
何
に
瑰
實
:̂
恐
慌
;$
:
深
化
し
激
化
し
て
ゐ
る
か
に
就
い
て
の
硏
究
は*可
成
徹
底
し
た
も
の
で
あ
つ
：て
、
.推
稱
に
憤
す
べき

も
の

f
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s
s
'、明
治
勒
年
に
於
け
る
諸
職
人
.の
、勞
働
事
情'
'

、
'

.

鐵̂

道

寮

：雇

傭

建

築

勞

働

者0
賃

鈒

友

.び

勞

働

時

間

に

就̂

て
ゝ

高

n

象

•
者
は
今
a
鐵
道
赞
秘
藏
の「

_
道
寮
取
叛
P

全
一
一.一
十‘3£
卷
植
し
ど
の
ぅ
ち
卷
十
台
ほ̂̂

翁c

但
レ
こ
.の
.ぅ
ち
卷
十
六
を
缺
く

〕

を
閱
覽
す
る
機
會
を
持
ち
、
こ
れ
裏
で
未
見
の
幾
多
の
原
資
料
に
接
す
る
こ
と
が
，出
來
た

。
' 右
に
就
い
て
樣 

ゼ
惜
ま
_

が
れ
だ
1

1

房̂
文
蓄
踝
圖
書
室
敢
び.，に
畲
類
戀
室
|5
勤
務
せ
«
れ
名
为
^
、
と
り
わ
け
須
藤
竺

：

治
^

^

'佐
：々
木
傳 

允
览
グ
资
和
淸
4
床
の
御
摩
意
.に

對

レ

瓦

、
:唯
感
謝
め
外
は
：な

い

巧

玆

贏

;1
>
:で
.響

の

續

を

表

明
^
た
*<
思

ふ
-:
6

>
:ノ

-
;丨

' 

f 

周
知
办I

ぐ
我
於
^
§
^
創
爵
に
於
い
^
は
、“」

れ
を
^

&

'る
官
制
土
|

の
改
駿
が
衧
は
れ
た,0
:
.旁
2

班
を
擧
时
；
る
な
ら
ば

4
明
治 

士
事1

一.一
，
月
十
九.日
，民
部'

中
ニ
鐵
道
褂
T
置
キ
、.

ヲ
_
地
-_
-
'優
置
^
>
:監
督
土
木
出
納1
1

】

笥
ノ
>吏
專 

.じ
た
の 

於
^
の
官
制
の
■.端
響
次
い
で
同
年
七
月
弋
日
民
部
大
醫
省
分
響
る
と
共
に
ノ
十
七
日
鐵
暴
は
ー
證
省
に
籐
す
る
こ
と

^
な
り
、 

.敗

.に
関
十
艿
1
1書
龙
春
が
置
か
れ
を
や
そ0
所
管
に
.轉
じ
た
.:0
而
じ
て
‘翌
四
年
八
月
屮
^
日
_

省
に
十
寮
ー 

瓿

资

と親
、へ

*

V

の職制章程は

笠雄

六
月Tl-十

七
a
ii
制

定
•せ
..ら
れ
て
■居
る
o
..
'
斯
く 
：$

め
管
制
：の

奮

し

た

後

に

於

い

て

It
、
七
年 

ユ
1月
3.
老

0
大
阪
堂
島
に
本
療
を
移
し
、̂
0後
十
四
年
六
.月

一

日

本

筒

を

神

篇

移

^
裔

に

、

H

部
省
が
廢
せ
ら
；れ
ぁ
ま
で
は
、
.さ
し
た 

«;
治
初̂

に
於け

.衣
睹
職
 
<の

婆

裏

请

-
〇

三

パ
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